
親
鸞

に
お
け
る

『論
註
』
性
功
徳
釈

の
意
義

後

藤

明

信

一

親
鸞

は

『
教
行
信
証
』
「真
仏
土
文
類
」
に
曇
鸞

の

『
往
生
論
註
』

(以
下

『
論
註
』
と
略
す
)
巻
上
の
性
功
徳
釈
を
引
用
す
る
。

「真
仏
土
文

類
」
は
、
そ
の
冒
頭
に
、

謹
按

真
仏
土

者
、
仏
者
則
是
不
可
思
議
光
如
来
、
土
者
亦
是
無
量
光
明
土

也
。
然
則
酬

報
大
悲
誓
願

故
、
日

真
報
仏
土
。
既
而
有

願
、
即
光
明

・

寿
命
之
願
是
也
。
(真
聖
全
Ⅱ
・
一
二
〇
頁
)

と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
真
仏

・
真
土
を
明
ら
か
に
さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。
そ

れ
に
続
く
、
経
論
釈
の
引
用
も
、
そ
の
意
を
助
顕
す
る
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
の
中
、

天

親

の

『浄
土
論
』
(以
下

『論
』
と
略
す
)、
『論
註
』

の

引
用
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず

『論
』
よ
り
、

世
尊
我

一
心

帰

命
尽
十
方

無
尋
光
如
来

願

生

安
楽
国

観

彼
世
界
相

勝

過
三
界
道

究
竟
如

虚
空

広
大
無

辺
際

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

成
平
八
年
三
月

と
偈
頌
よ
り
二
文
が
引
か
れ
、
最
初

の

一
文
に
よ
り
、
真
仏
を
、
清
浄

功
徳
の

一
文
に
よ
り
真
土
を
示
し
た
も

の
で

あ

る
。
そ

の
こ
と

は
、

「
真
仏
土
文
類
」

の
終
り
に
出
さ
れ
る
真
仮
対
弁
釈
に
、

言

真
仏

者
、
『大
経
』
言

「無
辺
光
仏

・
無
尋
光
仏
」

又
言

「諸
仏
中

之
王
也
、
光
明
中
之
極
尊
也
。」

『論
』
曰

「帰
命
尽
十
方
無
尋
光
如
来
」

也
。
言

真
土

者
、
『大
経
』
言

「無
量
光
明
土
。」
或
言

「諸
智
土
。」

『論
』
曰

「究
竟
如
虚
空
広
大
無
辺
際
」
也
。

(真
聖
全
Ⅱ
・
一
四
一
頁
)

と
、
真
仏
土
を
重
ね
て
釈
さ
れ
る
時
に
、
異
訳
も
含
め
た

『
大
経
』
と
、

『論
』

の
言
葉
を
も

っ
て
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「真
仏
土
文
類
」

に
お
け
る

『論
』
『論
註
』
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も

に
、
そ

の
引
用
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
も
明
ら
か
に
な

る
。

『論
』
の
二
文
に
続
け
て
、
『
論
註
』
よ
り

六
文
引
用
さ
れ
る
。
(
1
)

(
巻
下

観
察
体
相
章

清
浄
功
徳
の
文

(
巻
上

性
功
徳
の
文

③
巻
上

大
義
門
功
徳
の
文

(
4
)
巻
下

観
察
体
相
章

「不
可
思
議
力
」
を
釈
す
る
文
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親
鸞
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徳
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藤
)

(
5
)
巻
下

観
察
体
相
章

「示
現
自
利
利
他
」
を
釈
す
る
文

(
6
)
巻
下

観
察
体
相
章

不
虚
作
住
持
功
徳
の
文

こ
の
中
、
直
接
問
題
に
す
る
の
は
(
巻
上
、
性
功
徳
の
文
で
あ
る
。

そ
の
前

に
出
さ
れ
る
清
浄
功
徳

の
文
を
見
る
と
、
こ
れ
は
す
で
に

「証

文
類
」

に
も
引
か
れ
て
い
る
が
、
(
2
)

こ
こ
で
は
浄
土
そ
の
も
の
の
持

つ
あ

り
方
を
、
衆
生
の
往
生
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
す

な
わ

ち
、
『
論
』

の

「観
彼
世
界
相
勝
過
三
界
道
」
を
釈

す
る
に
、
浄
土
の
三
界
道
に
勝
過
す
る
あ
り
方

を
、
「凡
夫
人
煩
悩
成

就
せ
る
有
て
、
ま
た
彼
の
浄
土
に
生
を
得
る
に
、
三
界
の
繋
業
畢
竟
じ

て
牽
か
ず
。
則
ち
こ
れ
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
分
を
得
」
と
、
煩
悩

成
就
の
凡
夫
人
が
、
三
界
の
繋
業
を
牽
く
こ
と
な
く
、
涅
槃
そ
の
も
の

を
得
る

こ
と
を
も

っ
て
示
さ
れ
る
。

『尊

号
真
像
銘
文
』
に

『論
』

の
言
葉
を
釈
し
て
、

尽
十
方
無
尋
光
如
来
と
ま
ふ
す
は
す
な
は
ち
阿
弥
陀
如
来
な
り
、
こ
の
如
来

は
光
明
な
り
、
尽
十
方
と
い
ふ
は
、
尽
は
つ
く
す
と
い
ふ
、
こ
と
ご
と
く
と

い
ふ
、
十
方
世
界
を
つ
く
し
て
こ
と
ご
と
く
み
ち
た
ま
へ
る
な
り
。
無
尋
と

い
ふ
は
さ
わ
る
こ
と
な
し
と
也
、
さ
わ
る
こ
と
な
し
と
ま
ふ
す
は
衆
生
の
煩

悩
悪
業
に
さ
え
ら
れ
ざ
る
也
。
光
如
来
と
ま
ふ
す
は
阿
弥
陀
仏
な
り
、

(真

聖
全
Ⅱ
・
五
八
四
頁
)

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
衆
生
の
悪
業
煩
悩
に
さ
え
ら
れ
ざ
る
阿
弥
陀

仏
の
は
た
ら
き
を

「無
尋
」
と

い
う
語

に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。

真
仏

・
真
土
は

「煩
悩
成
就

の
凡
夫
人
」、
「衆
生
の
悪
業
煩
悩
」
を

一
九
二

離
れ
て
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
り
、

一
切
衆

生
を
し
て
平
等
に
さ
と
ら

し
め
る
こ
と
に
お
い
て
真
仏

・
真
土
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ

に
、
真
仏

・
真
土
の
あ
り
方
と
、

一
切
衆
生
を
浄
土
往
生
せ
し
め
、
さ

と
り
を
得
し
め
る
こ
と
を
誓
わ
れ
た
本
願
と

の
関
わ
り
が

問
題

と

な

る
。

二

『論
註
』
で
法
蔵
菩
薩
に
言
及
さ
れ
る
所
は
、
六
ケ
所

で
あ

る
。
そ

の
中
、
五
ヶ
所
は
こ
の

「真
仏
土
文
類
」
に
引

か
れ

て

い
る
。
こ
れ

は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
そ
の
発
願
の
行
者
た
る
法
蔵
菩
薩
を
示
す
こ

と
に
よ
り
、
真
仏

・
真
土
の
阿
弥
陀
仏
の
本
願
と
の
関
係
を
具
体
的
に

し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『論
註
』
に
お
い
て

『
論
』

の
三
厳
二
十
九
種
の
浄
土
荘
厳

を
説
明

す
る
上
に
、
そ
の
根
底
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
を
見
出
さ
ん
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
『
論
註
』
上
巻
の
偈
頌
に
示
さ
れ
る

一
々
の
荘
厳

を

釈

す
る
に
、
「仏
本
こ
の
荘
厳
功
徳
を
起

こ
す
所

以

は
」
、
「
仏
本
何
が
故

,そ
こ
の
荘
厳
を
起
こ
す
」
と
い
い
、
あ
る
い
は

「仏
本
何
が
故
そ

こ
の

願
を
起
こ
す
」
と
い
う
よ
う
な
問
い
か
け
を
し
な
が
ら
、
所
為

の
境
た

る
三
界
と
い
う
現
実
世
界

の
様
々
な
相
を
示

し
、
そ
こ
に
三
界
を
越
え

し
め
、
浄
土
に
至
ら
し
め
ん
と
す
る
仏
の
大
慈
悲
心
を
、
そ
の
は
た
ら

き
が
成
仏
に
お
い
て
約
束
さ
れ
る
よ
う
な
本
願
と
い
う
形
で
説
か
れ
る

こ

と

に

明

ら

か

で

あ

る

。
(
3
)
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「真
仏

土
文
類
」

に
お
い
て
は
、
真
仏
土
を
示
す

に
、
法
蔵
菩
薩
の

本
願

(
因
願
)
と
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力

(果
力
)
を
も

っ
て
さ
れ
る
。
こ

れ
は
不
虚
作
住
持
功
徳
の
文
に
顕
著
で
あ
る
。

不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
者
、
蓋
是
阿
弥
陀
如
来
本
願
力
也
。
乃
至
所

言
不

虚
作
住
持
者
、
依

本
法
蔵
菩
薩
四
十
八
願
、
今
日
阿
弥
陀
如
来
自
在
神
力
。

こ
の
こ
と
は
、
性
功
徳
の
文
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

三

性
功
徳

の
釈
で
は
、
そ
の

「性
」
の
四
義
を

あ
げ

る
。
ま
ず

最
初

に
、性

是
本
義
。
言
此
浄
土
随

順
法
性
、
不

乖

法
本
、
事
同

華
厳
経
宝
王
如

来
性
起
義
。

と
い
っ
て
、
浄
土
の
荘
厳
さ
れ
る
こ
と
を
如
来
の
性
起
、
す
な
わ
ち
如

来
の
出
現
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
性
顕
現
、
真
如

の
必

然
的
展
開
で
あ
り
、
浄
土
の
荘
厳
が
、
如
来
の
語
そ
の
も
の
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に

「あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
」、
「縁
起
の
道
理
の
あ
る
が
如
く

に
お
か
れ
て
い
る
」
と
解
さ
れ
る
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も

の
で

あ
る
。
(
4
)

そ
し
て
こ
れ
に
続
く
三
義
に
お
い
て
、
こ
の
展
開
の
具
体
的
内

容
に
言

及
さ
れ
て
い
る
。
第
二
の
積
習
の
義
に
つ
い
て
、

又
言
、
積
習
成

性
。
指

法
蔵
菩
薩

集

諸
波
羅
蜜
、
積
習
所

成
。

と
い
う

の
は
、
法
蔵
菩
薩
に
お
け
る
智
慧
の
完
成
を
そ
れ
に
至
る
過
程

に
お
い
て
示
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
浄
土
が
法
蔵
菩
薩
因
位

の
修
行

親
鸞
に
お
け
る

『論
註
』
性
功
徳
釈
の
意
義

(後

藤
)

の
結
実
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
実

の
果
を
性
と
し

て
説
示
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次

の
第
三
聖
種
性
の
義

に
つ

い
て
、

亦
言

性
者
是
聖
種
性
。
序
法
蔵
菩
薩
、
於

世
自
在
王
仏
所

悟

無
生
忍
、

爾
時
位
名

聖
種
性
。
於

是
性
中
、
発

四
十
八
大
願
、
修

起
此
土
。
即
日

安
楽
浄
土
、
是
彼
因
所
得
。
果
中
説

因
、
故
名
為

性
。

と
い
う
の
は
、
四
十
八
願
が
聖
種
性
位
に
お

い
て
発
起
さ
れ
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
三
厳
二
十
九
種
の
浄
土
荘
厳
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
す

の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後

の
必
然
不
改
の
義
に
つ
い
て
は
、

又
言

性
者
、
是
必
然
義
、
不
改
義
。
如
下
海
性

一
味
、
衆
流
入
者
必
為
一

味
、
海
味
不

随

彼
改

也
。
又
如

人
身
性
不
浄
故
、
種
種
妙
好
色
・
香

・

美
味
、
入

身
皆
為

不
浄
。
安
楽
浄
土
、
諸
往
生
者
、
無

不
浄
色
、
無

不

浄
心
。
畢
竟
皆
得
三清
浄
平
等
無
為
法
身
。
以
三
安
楽
国
土
清
浄
性
成
就

故
。

と
い
っ
て
、
浄
土
が

一
切
の
も

の
を
清
浄
化
す
る
は
た
ら
き
を
持

つ
こ

と
を
説
い
て
い
る
。

四

こ
の
よ
う
に
浄
土
荘
厳
は
、
阿
弥
陀
仏

の
四
十
八
願
に
具
体
化
さ
れ

る
よ
う
に
、
衆
生
を
憐
愍
し
救
済
せ
ん
と
す

る
大
慈
悲
を
契
機
と
す
る

真
如
法
性
の
等
流
的
、
必
然
的
展
開
で
あ
る
。
こ
の
浄
土
が

一
切
の
も

の
を
清
浄
化
す
る
と
い
う
力
用
を
持

つ
こ
と
を
説
か
れ
る
の
は
、
浄
土

と
し
て
の
展
開
が
、
ま
さ
に
真
如

の
智
慧
を
全
う
じ
て
離
れ
ず
、
ま
た

一
九
三
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鸞
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常
に
真
如
法
性
を
志
向
せ
し
め
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

こ
れ

は
、
三
厳
二
十
九
種
の
最
初
に
説
か
れ
る
。
清
浄
功
徳
の
上
に

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
浄
土
が
荘
厳
さ
れ
る
と
い
う
世
間
的

な
相
を
と
り
な
が
ら
も
、
「観
彼
世
界
相

勝
過
三
界
道
」
と

い
う
如

く
、
出
世
間
の
方
向
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
浄
土
荘
厳

の
本
質
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
三
厳
二
十
九
種
の
全
体
に
及
ぶ
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

ま
た

「性
」

の
四
義

の
中
、
積
習
成
性
と
聖
種
性
に
お
い
て
、
浄
土

は
法
蔵
菩
薩
の
波
羅
蜜

の
実
践
行
に
よ
り
完
成
し
た
も

の
で
あ

る
こ

と
、
世
自
在
王
仏
の
も
と
で
無
生
法
忍
の
さ
と
り
を
得
た
そ
の
位
に
お

い
て
四
十
八
願
を
起
こ
し
、
修
行
を
積
ん
で
浄
土
を
完
成
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
法
蔵
菩
薩
の
発
願
、
修
行
が
無

生
法
忍

の
さ
と
り
の
上
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
本
の
義
に
お

い
て
示
さ
れ
た
性
起
、
法
そ
の
も
の
の
顕
現
を
具
体
的
に
法
蔵
菩
薩
の

発
願
修
行
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
明
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
法
蔵
菩

薩
の
発
願
、
修
行
が
、
慈
悲
と
し
て
の
展
開
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る

こ
と
が

で
き
よ
う
。
必
然
不
改
の
義
は
、
果
力
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

「畢
竟

じ
て
皆
清
浄
平
等
無
為
法
身
を
得

し

む
。
安
楽
国
土
清
浄
性
成

就
し
た
ま

へ
る
を
以
て
の
故
な
り
。」
と
、
独
自
の
訓
み

に
よ
り
、
法

蔵
菩
薩

の
所
成
の
意
を
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意

さ
れ

る

の
で
あ

り
、
浄

土
に
生
ま
れ
た
も

の
は
、
す
べ
て
清
浄
平
等
の
さ
と
り
で
あ
る

無
為
法

身
を
得
る
と
い
う
あ
り
方
は
、
大
慈
悲
そ

の
も

の
を

示

し
、

一
九
四

「
法

蔵

菩

薩

の
出

世

の
善

根

」

の
果

と

し

て

成

就

し

た
も

の

に

ほ

か

な

ら

な

い
。

以

上
、

法

蔵

菩
薩

と

の
関

わ

り

を
通

し

て
性

功

徳

釈

を

窺

っ
て

き

た
。

「
酬

報

大

悲

誓

願

」

の

問

題

、

真

実

功

徳

釈

、

二
種

法

身
説

と

の

関

連

性

な

ど

課

題

が
多

く

残

さ
れ

た
が

後

日

を
期

し

た

い

。

1

真

聖
全

Ⅱ

・
一
三
三
頁
～

一
三
五
頁
。

2

真
聖

全
Ⅱ

・
一
〇
五
頁

。

3

拙
論

「
論
、
論
註

に
お
け

る
仏
身
と
浄
土
」
九
州
龍
谷
短
期

大
学
仏
教

文

化
研
究
所

『
仏
教
文
化
』
第
三
号
参
照

。

4

藤

堂
恭
俊
氏

「
無
量
寿
経
論
註

に
説

示
せ
ら
れ
た
る
仏
身
土

に
関
す
る

見
解
」
『
仏
教
文
化
研
究
』
2

・
八
五
頁
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

真
仏
土
、
『
論
註
』、

性
功

徳
、
法
蔵
菩
薩

(九
州
龍
谷
短
期
大
学
講
師
)
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